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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 老衰死という現象 

 学位申請者 前原 なおみ 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 浜渦 辰二 

  副査 大阪大学教授   堀江 剛  

  副査 首都大学東京教授 西村 ユミ  

【論文内容の要旨】 

 本論文は、幸せな死とはどういうものかという疑問に発して、自ら看護師として関わった経験から、近年急速に

増えている「老衰死」の例を取り上げて、一方では哲学・文学の古典的作品を検討しながら、他方では老衰死に関

わった看護師と家族の経験を聞き取り、そこでは老衰死がどのようなものと考えられているかを分析し、幸せな

死について臨床哲学的に考察を加えたものである。その特徴は、１）現代の老いと死の現状と課題について哲学・

文学の文献と照らし合わせながら考察したこと、２）老衰死に関わった人の語りを手がかりに現場で表現されて

いる問いや概念を問い直して現象を浮き彫りにしたこと、３）自ら看護師としての経験を踏まえながら老衰死の

看取りを経験した家族と対話することで老衰死を捉えたこと、という三点にある。 

 第 1章「臨床哲学で学ぶということ」では、臨床哲学との出会いから、「臨床」を単にベッドにいる患者をケア

するという実践的な行為ではなく、特定の誰かと出会い一緒に問題を考え、そこに居合わせることでその人の苦

しみに寄り添うことである、と捉え直したことをまとめた。 

 第 2章「よい老いとはどのようなものか」では、フランスの思想家ボーヴォワールの作品『老い』と古代ローマ

の哲学者・政治家キケローの作品『老年について』を手がかりに「老い」についての考えを検討しながら、自ら看

護師として体験した「よい老い」と思われた例を考察した。 

 第 3章「日本の老いと死の現状」では、世界各国で経済や医療の問題となり、日本でも団塊の世代が後期高齢者

になる「2025 年問題」が騒がれているなか、死ぬ場所のない「看取り難民」と呼ばれる人が増え、リビングウィ

ルやアドバンス・ケア・プラニング（意思決定支援）の必要性が叫ばれていることについてまとめた。 

 第 4章「ボーヴォワール著『おだやかな死』を再考する」では、ボーヴォワールの作品から「おだやかな」の意

味を現代との違いも含めて考察し、「おだやか」には個性があり一般化することはできないことを確認した。 

 第 5 章「看護師にとって老衰死とはどのようなものか」では、老衰死の看取りを支援したの看護師の体験をイ

ンタビューで聴き取り、看護師にとって老衰死はどのようなものかをまとめ、老衰死は行為の主体が患者自身に

なるように配慮し、看護を押し付けないようにし、老衰死を看取る家族と向き合っていたことを明らかにした。 

 第 6章「家族にとって老衰死はどのようなものか」では、自宅で老衰死の看取りを体験した家族と、老衰死につ

いて対話を行い、家族がどのような老衰死の看取りを体験しているのかを明らかにした。 



 第 7章「老衰死という自然」では、看護師が「老衰死は自然」と語った言葉をとりあげ、精神、身体、社会の３

側面から、老衰死を看取る看護師や家族にとって「自然」とは何かを考察し、老衰死を迎えるために必要な要件が

あることを取り出した。 

 第 8章「構造化する老衰死」では、老衰死のための要件を取り上げて、一方では「死を選択できる」という「自

由」の側面をもちながら、他方では「死を選択しなければならない」という「強制ないし義務」の側面ももってい

ることを明らかにした。 

 なお、この研究は、文学研究科で初めて大阪大学研究倫理委員会の審査を受け、承認を得たうえで行われたもの

である（承認番号「H28-文１」）。 

 全体の分量としては、Ａ４判横書きで 101ページ、400 字詰め原稿用紙に換算して、約 340 枚に相当する。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、現代社会における老衰死のあり方を、自らの看護師としての経験、古典的な文献、老衰死の看取りを

支援した看護師からの聴き取り、老衰死の看取りを体験した家族との対話といった、異なる角度から総合的に考

察し、老衰死という現象を立体的に浮かび上がらせることに成功している。とりわけ、老衰死が「自然」な死と考

えられるにあたって、この「自然」が、本人・家族・看護師が作り出す複数の要因で構成され関係していたとし、

そもそも「自然」とは何かという哲学的考察にも繋げている点には、オリジナリティが認められる。

 また、「幸せな」や「おだやかな」ということが、誰にとってであるのかによって変わって来るということに着

目し、それが看護師の視点からはどう見え、家族の視点からはどう見えるかを解明しようとしている点は高く評

価することができるが、患者自身の視点からはどうなのかという点が、研究方法の困難さから回避されている。し

かし、もう少し突っ込んだ方法があったのではないか、本文で言及されている「尊厳死の宣言書（リビングウィ

ル）」「エンディングノート」「事前指示書」「アドバンス・ケア・プラニング（意思決定支援）」などがそのための

手がかりとなったのではないか、と残念に思われる。 

 公開審査会では、老衰死が「社会の問題」としてどのような課題と論点を含み、それが「個々の状況の問題」と

どのように結びつくのかに関する考察が弱く、老衰死にアプローチする方法としての臨床哲学について根拠をも

って論じることにも課題が残されているのでは、という疑問も出された。しかし、これらの疑問は、今後取り組む

べき課題を示すものであり、本論文の本質的な価値を損なうものではない。本論文が、老衰死という現象を明らか

にするために、看護師の体験、看護師や家族への聴き取りをすることに臨床哲学的手法を見出そうとする試みを

展開してみせたという点において、評価に値するものとして意見は一致した。 

 よって、本論文を博士（学術）の学位にふさわしいものと認定する。 


